
BZ反応の呈色時間を均一にするには？

～ケミカルライトの色が変わる！？～
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各色の不規則な呈色時間を自由に調整できるようにな
れば、周期的に色が変わるケミカルライトを作ること
が可能ではないかと考えた。そこで、各色の呈色時間
が均一になる条件を明らかにすることを最終目的とし、

その前段階として

なぜ4色の呈色が見られるのか
を明らかにする。

①以下の4つの溶液A～Dを作成する。
(溶液A)臭素酸カリウム40.23mol/L
(溶液B)マロン酸40.31mol/L

臭化カリウム40.060mol/L
(溶液C)硫酸43.0mol/L

硝酸セリウムアンモニウム40.020mol/L
(溶液D)硫酸鉄七水和物40.0080mol/L

フェナントロリン40.023mol/L

②ビーカーに攪拌子を入れて溶液A･Bを25mlずつ入れる。

③攪拌を開始し、溶液Cを25ml、溶液Dを3.0ml入れ、加
ええてからの各色の呈色時間を計測する。

Ce3＋（無）→Ce4＋（黄）
Fe2＋（赤）→Fe3＋（青）

通常なら、上のように反応が起こり赤→緑の色の変化
がみられるが、今回の実験の溶液CでCe4＋を用いたこ
とによってCe4+（黄）→Ce3+（無）の反応となり、ず
れが生じたと考えられる。

溶液Dを加えた後すぐに反応が始まり、緑→青→紫→
赤の順で周期的な色の変化が見られた。

・一周期目は青からの計測となった。
・8周期目、紫から赤になったが、赤から5分以上変色
が見られなかったので、これ以上反応しないものとし、
攪拌を停止した。
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今回は紫の呈色が短く、赤の呈色時間がどんどんと増
える結果になったので、均等に4色の呈色が見られるた
めの仮説をどんどん練って実験していこうと思う。
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振動反応の一つで、溶液に含まれるセリウムイオンと
鉄イオンの酸化数が変化することで色が変わる反応で
ある。
BZ反応の反応プロセスは以下の通りである。
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BZ反応とは
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